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～子どもたちの可能性は無限大！～

「 九
きゅうちゅうだましいむげんだい

中 魂 ∞ 」
平成から令和になった記念として、 
今年の広報紙タイトルを変更しました。
文武両道に励む九中生、地域の皆
様、学校、保護者の熱き思いを「魂」
に込めました。
令 ( れい 0)・和 ( 輪っか◯ ) を繋げ
無限大∞と表現し、皆様との繋がり、
また子どもたちの可能性は無限大に
あるとの思いを込めタイトルを作成しま
した。
令和でも引き続き、皆様との絆で活気
ある九中にしていきましょう。

広報九中 PTA 令和元年第 3号

　
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
生
徒
た
ち
の
笑
顔
と
元
気
を
も

ら
っ
て
、
と
て
も
幸
せ
で
し
た
。
豊
か
な
感

性
と
若
者
ら
し
い
行
動
力
を
発
揮
し
た
生

徒
、
そ
れ
を
裏
側
で
支
え
た
保
護
者
や
地
域

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
人
間
の
予
測

を
超
え
て
進
展
し
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
に
人
工
知
能
が
進
化
し
て
も
、

そ
れ
は
与
え
ら
れ
た
目
的
の
中
で
処
理
す
る

こ
と
で
す
。
人
間
に
は
、
豊
か
な
感
性
を
働

か
せ
、
目
的
を
設
定
し
、
状
況
に
応
じ
て
達

成
し
て
い
く
力
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
よ

り
よ
い
未
来
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
卒
業
生
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
九
中
で
学
ん
だ
「
磨
く
」「
挑
む
」「
思
い

や
る
」
を
生
か
し
、
さ
ら
に
立
派
に
成
長
し

た
生
徒
た
ち
と
再
会
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

自
ら
輝
く
九
中
生

P
T
A
会
長
　
河
原
　
淳
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ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
緑
学
年
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
く
新
緑
あ

ふ
れ
る
中
入
学
し
、
こ
の
三
年
間
で
心
身
と

も
に
立
派
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
、
学
校
生
活
の
中
で
学
び
、
経

験
し
、
感
じ
た
こ
と
は
、
自
分
だ
け
の
貴
重

な
財
産
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん

で
い
く
基
と
な
る
は
ず
で
す
。

　
そ
し
て
、
更
な
る
新
し
い
環
境
を
歩
ん
で

い
く
過
程
で
は
様
々
な
出
会
い
や
心
情
の
変

化
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う

な
時
で
も
た
え
ず
自
分
を
信
じ
、
人
に
は
思

い
や
り
と
感
謝
の
心
を
も
っ
て
明
る
く
前
向

き
に
進
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
は
、
限
り
な
い
無
限
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。
今
九
中
生
と
し
て
卒
業

す
る
ひ
と
り
ひ
と
り
が
輝
か
し
い
未
来
へ
と

飛
躍
し
て
い
く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
！

ど
ん
な
と
き
も

校
長
　
長
塚
　
琢
磨

令和 2年 3月 10 日（1） 九 中 P T A



令和 2年 3月 10 日（3） 九 中 P T A

　今
年
度
は
、
９
月
の
中
P
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

２
月
の
九
中
野
球
部
と
の
親
善
ソ
フ
ト
、
３
月
の

餅
つ
き
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
P
T
A
と
と
も
に
行

い
ま
し
た
。
今
年
は
、
ほ
か
に
も
9
月
に

九
中
で
行
わ
れ
た
地
域
大
祭
の
出
発
式
の
準

備
、
九
中
が
避
難
所
と
な
っ
た

月
の
台
風
災

害
時
に
は
、
地
域
町
内
会
と
協
力
し
て
避
難
所

の
運
営
も
行
い
ま
し
た
。
会
の
組
織
力
が
地
域

へ
の
貢
献
に
つ
な
が
っ
た
一
年
で
し
た
。

2 学年委員会

　主
な
活
動
は
、
運
動
会
の
お
手
伝
い
や
各
講

演
会
の
参
加
、
学
校
公
開
の
受
付
で
す
。
そ
の

中
で
も
特
に
メ
イ
ン
と
言
え
る
の
は
運
動
会

で
、
2
学
年
委
員
は
応
援
の
係
で
す
。
事
前
に

不
足
し
て
い
る
応
援
グ
ッ
ズ
を
準
備
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
目
の
前
で

見
な
が
ら
応
援
す
る
事
が
出
来
る
の
で
み
ん
な

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
講
演
会
の
参
加
も
子

ど
も
た
ち
の
将
来
の
為
に
な
る
話
を
聞
く
事
が

出
来
ま
す
。

3 学年委員会

　活
動
内
容
は
、
進
路
に
関
わ
る
行
事
や
様
々

な
学
校
行
事
の
お
手
伝
い
、
卒
業
を
祝
う
会
の

計
画
と
実
施
で
す
。
進
路
選
択
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
に
必
要
な
多
角
的
な
情
報
の
収
集
や
講

演
会
に
参
加
す
る
機
会
を
得
ら
れ
、
子
ど
も
と

話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　様
々
な
学
校
行
事
に
関
わ
る
こ
と
で
、
子
ど

も
の
様
子
が
わ
か
り
、
保
護
者
の
方
と
も
な
か

よ
く
な
れ
ま
し
た
。

　小
学
校
と
く
ら
べ
て
、
学
校
と
の
つ
な
が
り

や
、
子
ど
も
の
環
境
を
知
る
機
会
が
激
減
す
る

の
で
、
保
護
者
同
士
の
顔
合
わ
せ
で
情
報
交
換

が
で
き
ま
し
た
。

　研
修
会
や
講
演
会
で
は
、
思
春
期
の
子
ど
も

の
親
と
し
て
参
考
に
な
る
お
話
し
が
聴
け
た

り
、
運
動
会
で
は
特
等
席
で
応
援
し
、
純
粋
に

楽
し
め
ま
し
た
。

　P
T
A
活
動
へ
の
学
校
側（
特
に
校
長
先
生
）

か
ら
の
感
謝
が
と
て
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

1 学年委員会おやじ・おふくろの会

　ダブダブの制服で登校し、緊張した顔で始まっ
た入学式から、あっという間の三年間でした。様々
な行事や学校生活で三年間のドラマは作れたで
しょうか。これからは、さらに多くの経験をして、
大きな成長につなげてください。そして、成人式
の日に、一杯飲みながら、成長した君たちとの再
会を楽しみにしています。

３組担任　市原　正臣 先生
　卒業おめでとう「ドラマはできたか」 

　旅立っていくのですね。
　眩しいほど輝いて…
　旅立っていくのですね。
　まだ見ぬ世界、未来という
　果てしない空へ
　旅立っていくのですね。
三年間一緒に過ごした愛おしいあなた達の旅立ち
を、今とても寂しく思うと同時に、幸多かれと心
からエールを贈ります。英語の授業での活発な表
現活動は、後輩達のお手本です。
Where there is a will,there is a way.

４組担任　村上　尚子 先生
　贈る言葉　

　中学校卒業後、皆さんは新しい世界へ進んでい
くことになります。今までとは違う悩みが出てく
るでしょう。経験したことのない困難にぶつかる
こともあるでしょう。でも、世の中の大人たちは
皆乗り越えてきました。だからクリアできないは
ずはありません。皆さんにもできるはずです。こ
れまでの仲間、これから出会う仲間を大切にして、
新しい世界を切り拓いていって下さい。

３組４組副担任
松井　洋 先生

　新たな世界を目指す君たちへ　

　九年間の義務教育を終え、これからは自分の夢
や希望に向かい学んでいくことになりますね。緑
学年の皆さんには九中で培った挨拶、礼儀、何事
にも高みを目指し粘り強く取り組む力や団結力が
身に付いています。これらはきっとあなたを支え
る力となるはずです。時に躓き涙することもある
でしょうが、自分を信じ、邁進していって下さい
ね。応援しています。

５組副担任　木村　理恵 先生
　ご卒業おめでとうございます。　

　九中を巣立ち、新しい環境に不安や期待といっ
たいろいろな事を考えている人がたくさんいると
思います。でも、大丈夫。あなたたちは、先生が
自信をもって誇れる、立派な九中生です。自信を
もって進みなさい。そして、さらに成長した姿を見
れることを楽しみにしています。緑学年に幸あれ。

５組担任　北原　翼 先生
　卒業おめでとうございます。　

卒業生
にむけて

令和 2年 3月 10 日（2）九 中 P T A

　『
広
報
九
中
魂
∞
』
を
全
3
号
紙
オ
ー
ル
カ

ラ
ー
に
て
発
行
し
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

デ
ー
タ
を
掲
載
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

　形
に
残
る
の
で
、
子
ど
も
に
も
活
動
内
容
を

認
識
し
て
も
ら
え
、
み
な
さ
ん
へ
お
届
け
で
き

る
の
は
達
成
感
と
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。

　運
動
会
や
文
化
祭
な
ど
行
事
を
近
い
と
こ
ろ

で
見
ら
れ
ま
す
。
各
号
紙
発
行
を
学
年
ご
と
に

し
、
担
当
号
が
終
わ
る
と
活
動
が
落
ち
着
き
、

予
定
が
た
て
や
す
い
で
す
。
ま
た
、
経
験
、
知

識
な
く
参
加
し
て
も
、
学
ぶ
事
で
い
ろ
い
ろ
な

ス
キ
ル
を
得
ま
し
た
。
取
材
も
ス
マ
ホ
で
の
撮

影
で
で
き
ま
す
。

広報委員会

　主
な
活
動
は
、
給
食
試
食
会
の
お
手
伝
い
、

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
･
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ト
ル
作
成
教
室

の
実
施
で
す
。
特
に
、
講
習
内
容
の
選
定
、
作

成
教
室
の
開
催
、
文
化
祭
へ
の
作
品
展
示
ま
で

を
行
っ
た
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
成
教
室
は
、
先
生

方
や
本
部
の
皆
さ
ま
ご
協
力
の
も
と
、
教
養
委

員
全
員
で
取
り
組
み
大
変
や
り
が
い
が
あ
り
ま

し
た
。
文
化
祭
で
子
ど
も
た
ち
や
多
く
の
み
な

さ
ん
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
た
こ
と
も
う
れ
し
い

こ
と
で
し
た
。

教養委員会

　主
な
活
動
は
、
運
動
会
・
文
化
祭
な
ど
の
駐

輪
場
整
備
、
夏
休
み
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
各
講
演

会
の
参
加
な
ど
1
人
あ
た
り
一
年
間
で
3
回
の

活
動
を
し
ま
し
た
。
連
絡
方
法
と
し
て

L
I
N
E
を
利
用
す
る
こ
と
で
学
校
に
集
ま
っ

て
頂
く
の
は
役
割
分
担
を
決
め
る
初
回
の
み
と

な
り
ま
す
の
で
お
仕
事
さ
れ
て
い
る
方
で
も
負

担
な
く
活
動
で
き
ま
す
。

校外委員会

あ
な
た
の

 

番
で
す
。

　九中の三年間はどうでしたか。この緑学年はど
うでしたか。九中を誇りに思えますか。この学年
を好きになってくれましたか。私は九中が、そし
て緑学年が大好きです。みなさんが大好きです。
この三年間を一生忘れません。幸せな三年間をあ
りがとう。
　最後におくる言葉を。
　「嘘も方便」
　卒業おめでとうございます。

　親愛なる緑学年のみな様へ　

１組担任　関根　洋介 先生 

１組２組副担任
鈴木　渉夫 先生

　君たちは、自分が教師になってから初めての生
徒で、初めての卒業生となります。君たちと過ご
してきた一年間は、自分にとってすごく楽しく、
あっという間で、そしてたくさんのことを君たち
から学びました。
　卒業してからも、君たちは引き続き元気に活躍
していけると確信しています。また、そんな君た
ちの活躍を耳にすることを楽しみにしています。

　卒業おめでとう　

　皆さんとは、皆さんが２年生になったときから
一緒に勉強してきましたね。日々の授業、掃除、
給食当番などのクラスのことはもちろん、運動会、
修学旅行や文化祭等、一緒に勉強してきました。
皆さんは、その様な活動をきちんと行うことで、
しっかりやるんだという力を身に付けることがで
きたと思います。卒業してからも、中学校で得た
力を大切にしてください。中学校卒業おめでとう
ございます。

２組担任　橋本　竜夫 先生
　卒業おめでとうございます。　

　「磨く・挑む・思いやる」、九中で培ったことは、
きっと今後の人生に生かせると思います。困難か
ら逃げずに負けずに向かっていき、輝かしい未来
を切り開いていってください。未来は、予測する
ものではなく、目指すもの、作るものです。卒業
生の皆さんの人生も同じです。これからの社会を
担う卒業生の活躍を期待しています。

副校長　村田　雅也 先生
　卒業おめでとうございます。 



英 語 部

吹 奏 楽 部 家 庭 部

美 術 部

保護者
ハーバリウム

主事室制作

1 年 舞 台 発 表

合唱　『夏の思い出』　『夏の日の贈り物』

魚沼田植え

3 年 舞 台 発 表

『白旗の少女』~3 年間の想いを伝えます～

合唱『友 ～旅立ちの時～』

2 年 舞 台 発 表

合唱　『明日に渡れ』　『虹』

10 ヶ月の成長記録

令和 2年 3月 10 日（4） 九 中 P T A

2 年 展 示

華 道 部

科 学 部
茶 道 部

修学旅行絵付け

3 年 展 示

1 年 展 示
魚沼新聞・藁細工 自由研究

魚沼巨大マップ

イスカバー

ペン立て

文化祭新聞

キーホルダー

書道

自由研究クッション

職業体験

オリンピックパラリンピック調べ学習
切り絵

鉛筆書き 

フェルト絵本

修学旅行俳句大賞

篆刻

読 書 部

文化祭の日の
給食

囲 碁 将 棋 部

令和 2年 3月 10 日（5）九 中 P T A



　
11
月
5
日
•
6
日 

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

（
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
）
に
て
「
第
73
回
足
立
中

学
校
連
合
音
楽
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

棚
村
先
生
指
導
の
も
と
、
九
中
吹
奏
楽
部
も

【
義
血
侠
血
】【
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
瞳
」
メ
イ
ン
テ
ー
マ
】
の
２
曲
が
演
奏
さ
れ

ま
し
た
。

　【
義
血
侠
血
】
は
東
京
都
中
学
校
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
た
曲
で
す
。

「
連
合
音
楽
会
」

圧
倒
的
な
表
現
力

　
11
月
9
日
、
第
九
中
学
校
体
育
館
に
て
足

立
区
教
育
委
員
会
　
教
育
指
導
課
　
指
導
主

事
　
増
田
智
春
氏
を
講
師
に
迎
え
、
道
徳
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
な
ぜ
、
道
徳
授

業
地
区
公
開
講
座
を
実
施
す
る
の
か
？
」
を

テ
ー
マ
に 

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学

校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
連
携
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
意
見
交
換
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
心
が
育
ま
れ

る
と
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

み
ん
な
で
素
敵
な
子
ど
も
に

育
て
よ
う

最
上
級
の
褒
め
言
葉
は

「
あ
り
が
と
う
！
」

「
道
徳
講
演
会
」

　
11
月
30
日
、
中
央
本
町
地
域
学
習
セ
ン
タ

ー
に
て
日
本
ほ
め
る
達
人
協
会 

専
務
理
事 

松
本
秀
男
氏
に
よ
る
「
ほ
め
達
！
子
育
て
セ

ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ほ
め
る
」

と
は
価
値
を
発
見
し
て
、

伝
え
る
こ
と
。「
す
ご

い
！
」「
さ
す
が
！
」

「
素
晴
ら
し
い
！
」
を
口

癖
に“
ほ
め
達
！
”
に
な

り
ま
し
ょ
う
、
と
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
西
新
井
南
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
」

編
集
後
記

　
毎
年
、
足
立
区
立
中
学
校
P
T
A
連
合
会

に
よ
る
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
が
3
月
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
の
広
報
紙
が
お
手
元
に

届
く
こ
ろ
結
果
が
で
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。 

前
年
度
は
、
優
秀
賞
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、
大
変
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て

ま
し
た
が
、
全
3
号
紙
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
そ

れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
い
っ
ぱ
い
の
も
の
に

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
賞
に
届
か

な
い
と
き
は
、
時
代
が
つ
い
て
き
て
な
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。
今
号
は
、
1
学
年
の
学
年

カ
ラ
ー
で
あ
る
ブ
ル
ー
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　 

「
広
報
九
中
魂
∞
む
げ
ん
だ
い
」
の
発
行

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　
楽
器
の
奏
で
る
音
色
の
向
こ
う
に
物
語
を

想
像
さ
せ
る
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。
演
奏
を

一
つ
に
し
素
晴
ら
し

い
音
楽
を
作
り
上
げ

る
姿
は
と
て
も
輝
い

て
見
え
ま
し
た
。

　
12
月
14
日
、
中
央
本
町
体
育
館
に
て
、
足

立
区
立
中
学
校
P
T
A
連
合
会
西
新
井
南

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
行
わ
れ
た
。

　
第
一
戦
は
四
中
、
第
二
戦
は
興
本
扇
学
園

と
対
戦
。
ど
ち
ら
も
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
2
対

０
で
勝
利
。
決
勝
で
は
七
中
と
対
戦
。
第
1

セ
ッ
ト
は
、
落
と
す
も
、
第
2
セ
ッ
ト
は
巻

き
返
し
、
第
3
セ
ッ
ト
も
接
戦
の
末
2
点
差

で
惜
し
く
も
優
勝
を
逃
し
ま
し
た
が
、
見
事

準
優
勝
ま
で
勝
ち
抜
き
、
次
の
ブ
ロ
ッ
ク
対

抗
大
会
へ
と
駒
を
進
め
た
。

　
そ
し
て
1
月
11
日
に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
六
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
12
チ
ー
ム
に
よ

る
試
合
が
行
わ
れ
た
。
第
1
試
合
は
十
三
中

と
対
戦
し
、
１
対
１
に
す
る
も
得
失
点
差
で

惜
敗
。
第
2
試
合
は
伊
興
中
と
対
戦
し
セ
ッ

ト
カ
ウ
ン
ト
０
対
２
。
ベ
ン
チ
か
ら
は
渡
部

監
督
や
長
塚
校
長
に
よ
る
気
合
の
入
っ
た
声

祝
！ 

準
優
勝
！

「
九
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
」

か
け
や
応
援
も
あ
っ
た
が
、
な
か
な
か
波
に

乗
れ
ず
予
選
敗
退
と
な
っ
た
。
選
手
の
皆
さ

ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

3月 5 日 広報紙コンクール発表 
  7 日 卒業を祝う（餅つき）会 
 14 日 善行青少年顕彰式 
 14 日 クリーン作戦（地域清掃）  
 17 日 卒業を祝う会
    (江戸一万来館）
 19 日 卒業式 
 23 日 保護者会（1･2年）
 25 日 修了式

P T A 関 連 行 事
令和初‼
令和元年6月18日　第70回運動会

心を一つに !

新種目、障害物競走

華麗な走り

嵐をまき起こせ

部活動別リレーも白熱！ 学年別、全級でも走りまくる九中魂！

　令和初となる待望の運動会開催。校門を入るとまず目に入るのは受付に、真っ赤なＴシャツ、満面の笑顔で出迎えるPTA本部役員、教養委員のメンバーです。当日は作業を分担し、校外委員は駐輪場の誘導・整理。学年委員は炎天下のなか、精一杯の声援を。閉会後は全委員会が会場の清掃、点検にあたり、今年もＰＴＡの活動にしっかりと支えられた運動会運営となりました。　雨天順延のため平日開催であったにもかかわらず印象的だったのは、応援するお父さんの姿が多かったことです。そこで、お父さん方はどんな思いでお子さんの勇姿を見ていたのかインタビューさせていただきました。
「競技全般的に、
九中の子どもたちの
身体能力の高さを感じた」

「普段自宅では見られない生き
生きとした子どもの姿が見られ
てよかった！」

「自分の中学時代と
比べて保護者の来場が
多いことに驚いた」

「体をぶつけあうような
ダイナミックな競技
（騎馬戦など）が見られなく
なったのは残念」

「自分の子だけでなく、クラスや部活
の仲間たちと一緒に励ましあい、
力を出し合っている姿には涙がでた。
支えてくれている友だちにも感謝した」

「夕食時、参加した競技に
ついて子どもと語り合う
良い機会にもなった」

「校長先生の熱い応援が、子どもたちの心に
響いている。何事にも一生懸命に取り組む姿を
自らみせてくれる校長先生は素晴らしい‼」

「クラス競技は、
見ごたえがあった。
チームワークの大切さも
改めて感じた」

そしてインタビューに答えてくださった
お父さん全員がおっしゃいました。

全校生徒をリードしてくれた運動委員会から感想を書いてもらいました。

♪いちにっ
いちにっ♪

せぇーのっ！
何回飛べるかな !?

円陣組んでエイエイオー！

3年生の力を合わせた大ムカデ競走

保護者の熱い声援 熱い背中

最後まで頑張れ！

挨
拶
を
す
る

P
T
A
会
長

熱いエールを
送
る

校
長
先
生

赤Tシャツが印象的な受付

ゴミ拾いをする役員の皆さん 整然と並ぶ自転車

令和元年 12 月 17 日（2.4.5）
九 中 P T A

広
報

～子
ども

たち
の可

能性
は無

限大
！～

「 九
きゅう

ちゅう
だまし

いむげ
んだい

中 魂 ∞ 」

平成から令和になった記念として、

今年の広報紙タイトルを変更しました。

文武両道に励む九中生、地域の皆

様、学校、保護者の熱き思いを「魂」

に込めました。

令 ( れい 0)・和 ( 輪っか◯ ) を繋げ

無限大∞と表現し、皆様との繋がり、

また子どもたちの可能性は無限大に

あるとの思いを込めタイトルを作成しま

した。

令和でも引き続き、皆様との絆で活気

ある九中にしていきましょう。

広報九中 PTA 令和
元年第

3号

　ご卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、

生
徒
た
ち
の
笑
顔
と
元
気
を
も
ら
っ
て
、
と

て
も
幸
せ
で
し
た
。
豊
か
な
感
性
と
若
者
ら

し
い
行
動
力
を
発
揮
し
た
生
徒
、
そ
れ
を
裏

側
で
支
え
た
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
人
間
の
予
測

を
超
え
て
進
展
し
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
に
人
工
知
能
が
進
化
し
て
も
、

そ
れ
は
与
え
ら
れ
た
目
的
の
中
で
処
理
す
る

こ
と
で
す
。
人
間
に
は
、
豊
か
な
感
性
を
働

か
せ
、
目
的
を
設
定
し
、
状
況
に
応
じ
て
達

成
し
て
い
く
力
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
よ

り
よ
い
未
来
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
卒
業
生
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　九
中
で
学
ん
だ
「
磨
く
」「
挑
む
」「
思
い

や
る
」
を
生
か
し
、
さ
ら
に
立
派
に
成
長
し

た
生
徒
た
ち
と
再
会
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

自
ら
輝
く
九
中
生

P
T
A
会
長

　河原

　淳

目次　（1）PTA 会長・校長あいさつ　（2.3）卒業生に向けて・常任委員会　（4.5）文化祭　（6）PTA 関連 etc.
発
行 

足
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　ご卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　緑
学
年
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
く
新
緑
あ

ふ
れ
る
中
入
学
し
、
こ
の
三
年
間
で
心
身
と

も
に
立
派
に
成
長
し
ま
し
た
。

　皆
さ
ん
が
、
学
校
生
活
の
中
で
学
び
、
経

験
し
、
感
じ
た
こ
と
は
、
自
分
だ
け
の
貴
重

な
財
産
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん

で
い
く
基
と
な
る
は
ず
で
す
。

　そ
し
て
、
更
な
る
新
し
い
環
境
を
歩
ん
で

い
く
過
程
で
は
様
々
な
出
会
い
や
心
情
の
変

化
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う

な
時
で
も
た
え
ず
自
分
を
信
じ
、
人
に
は
思

い
や
り
と
感
謝
の
心
を
も
っ
て
明
る
く
前
向

き
に
進
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
に
は
、
限
り
な
い
無
限
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。
今
九
中
生
と
し
て
卒
業

す
る
ひ
と
り
ひ
と
り
が
輝
か
し
い
未
来
へ
と

飛
躍
し
て
い
く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
！

ど
ん
な
と
き
も

校
長

　長塚

　琢磨

令和
2年 3

月 10
日（1

）

九 中 P T A

広
報

～子どもたちの
可能性は無限大

！～

「 九
きゅうちゅうだまし

いむげんだい

中 魂 ∞ 」

平成から令和になった記念として、 

今年の広報紙タイトルを変更しました。

文武両道に励む九中生、地域の皆

様、学校、保護者の熱き思いを「魂」

に込めました。

令 ( れい 0)・和 ( 輪っか◯ ) を繋げ

無限大∞と表現し、皆様との繋がり、

また子どもたちの可能性は無限大に

あるとの思いを込めタイトルを作成しま

した。
令和でも引き続き、皆様との絆で活気

ある九中にしていきましょう。

広報九中 PTA 令和元年第 2号

　我
ら
が
長
塚
校
長
先
生
と
河
原
P
T
A

会
長
の
お
二
人
に
ご
自
身
の
中
学
時
代
の
ご

経
験
や
、
現
在
の
九
中
生
に
向
け
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

│

ど
ん
な
中
学
生
で
し
た
か
。
一
番
熱
中
し

た
の
は
何
で
す
か
。

校
長

：

不
器
用
だ
け
ど
真
面
目
、
大
き
な
声

で
挨
拶
す
る
と
い
う
印
象
の
生
徒
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　熱
中
し
た
こ
と
と
言
え
ば
、
部
活
動
で
す

ね
。
器
械
体
操
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

誰
よ
り
も
多
く
練
習
し
た
と
思
い
ま
す
。
お

陰
で
賞
状
を
ず
い
ぶ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
年
生
に
な
っ
た
と
き
顧
問
の
先
生
が
い
な

く
な
り
、
つ
ぶ
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
結

局
、
後
輩
を
教
え
る
た
め
に
12
月
頃
ま
で
毎

日
部
活
動
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

会
長

：

性
格
的
に
は
今
と
相
違
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
時
は
あ
ま
り
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
勉
強
面
で
も
運
動
面
で
も
と
に

か
く
何
で
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
感
じ
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
熱
中
し
た
の
は
、
や
は
り
部

活
動
で
す
。

│

高
校
受
験
時
、
頑
張
っ
た
こ
と
か
ら
学
ん

だ
こ
と
は
何
で
す
か
。

校
長
：
一
日
一
日
を
全
力
で
本
気
で
取
り
組

む
こ
と
の
大
切
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
続
け
て

い
く
う
ち
に
、
自
分
に
も
で
き
る
と
い
う
自

信
の
よ
う
な
も
の
が
出
て
き
ま
し
た
。「
合

格
」
は
、
結
果
と
し
て
表
れ
た
も
の
で
、
そ

れ
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
実
は
、
小
学
生
の
頃
は
病
弱
児

で
、
勉
強
も
苦
手
だ
っ
た
ん
で
す
。
ス
ポ
ー

ツ
と
出
会
い
、
中
学
校
で
部
活
動
に
入
り
、

自
分
の
人
生
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

会
長

： 

（
月
並
み
な
言
い
方
で
す
が
、
や
は

り
）
努
力
は
報
わ
れ
る
と
い
う
事
。

￨
九
中
生
か
ら
刺
激
を
受
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
、
ま
た
は
取
り
組
ん
で
み
た
い

こ
と
は
何
で
す
か
。

校
長

：

挨
拶
の
素
敵
さ
、
授
業
に
取
り
組
む

真
剣
さ
、
行
事
に
取
り
組
む
パ
ワ
ー
、
部
活

動
な
ど
で
の
燃
え
る
ハ
ー
ト
に
刺
激
さ
れ
、

何
で
も
全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
行
動

し
て
い
ま
す
。
ま
た
心
身
を
鍛
え
て
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
出
場
し
て
み
た
い
と
も
考
え
て
い

ま
す
。会

長

：

な
に
よ
り
も
生
徒
達
一
人
一
人
が
学

校
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
や
雰

囲
気
で
す
。
行
事
に
対
し
事
前
準
備
や
問
題

提
起
、
そ
の
後
の
反
省
等
に
十
分
時
間
を
と

り
次
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
に
感

心
し
ま
す
。

￨
も
し
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き
る

の
な
ら
ど
ん
な
種
目
に
出
場
し
た
い
で
す
か
。

校
長

：

や
は
り
体
操
競
技
か
な
。
実
は
、
体

操
競
技
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い
た

ん
で
す
よ
。
こ
れ
（
中
央
の
白
黒
写
真
）
が
、

そ
の
時
の
写
真
で
す
。
地
方
大
会
で
は
銀
メ

ダ
ル
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

そ
の
後
、
両
足
の
ア
キ
レ
ス
腱
を
切
る
な
ど

大
変
で
し
た
。
今
で
も
ア
ス
リ
ー
ト
の
ハ
ー

ト
は
も
っ
て
い
ま
す
。

会
長

：

出
場
で
き
る
な
ら
ど
ん
な
種
目
で
も

出
て
み
た
い
で
す
。

￨
未
来
に
向
か
う
九
中
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

校
長

：

九
中
生
に
は
、
新
し
い
発
想
で
未
来

の
世
界
を
創
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
知
識
や
技
能
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
で
も
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
地
球
規
模
で
物
事
を
観
て
持

続
し
て
発
展
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
豊
か
な

発
想
で
世
界
を
よ
り
よ
く
す
る
意
志
を
も
っ

た
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　だ
か
ら
、九
中
生
に
送
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

「
君
た
ち
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
分
ら
し
く
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
み
、

心
豊
か
で
活
力
あ
る
生
き
方
を
し
て
く
だ
さ

い
」
で
す
ね
。

会
長

：

こ
れ
か
ら
の
成
長
過
程
で
色
々
な
出

来
事
や
心
の
葛
藤
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
人
と
の
出
会
い
や
感
動
を
大
切
に
し
な

が
ら
自
分
ら
し
さ
を
失
わ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
も
っ
て
未
来
へ
羽
ば
た
い
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

目次　（1）校長・PTA会長インタビュー　（2.4.5）運動会　（3）PTA活動紹介　（6）職業体験　ほか
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河原 淳 PTA会長 と長塚 琢磨 校長先生

校長先生ご提供
のご自身の

写真：オリンピック
に向けて励

んでおられた頃

長
塚
校
長
と
河
原
P
T
A
会
長
に
聴
く
！

令和元年12月 1
7日（1）

九 中 P T A

広
報

～子どもたちの可能性は無限大！～

「 九
きゅうちゅうだましいむげんだい中 魂 ∞ 」平成から令和になった記念として、

今年の広報紙タイトルを変更しました。
文武両道に励む九中生、地域の皆
様、学校、保護者の熱き思いを「魂」
に込めました。令 ( れい 0)・和 ( 輪っか◯ ) を繋げ

無限大∞と表現し、皆様との繋がり、
また子どもたちの可能性は無限大に
あるとの思いを込めタイトルを作成しま
した。
令和でも引き続き、皆様との絆で活気
ある九中にしていきましょう。

広報九中 PTA 令和元年第１号

　四
月
に
着
任
し
て
か
ら
、
月
日
が
流
れ
る
の

が
早
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
令
和
と
い
う
新
し

い
元
号
が
変
わ
る
歴
史
的
な
年
に
、
第
九
中

学
校
に
着
任
し
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
の
中
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
記
憶
と
し
て
残
る
と
思
い
ま

す
。　生

徒
は
、
生
徒
行
動
指
針
、「
磨
く
」、「
挑

む
」、「
思
い
や
る
」
の
も
と
、
一
人
一
人
が
学

校
生
活
の
中
で
実
践
し
て
い
る
姿
を
目
に
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
資
質
・
能
力

を
身
に
付
け
、
自
己
の
能
力
を
高
め
て
いって

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　保
護
者
・
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副
校
長

　村
田

　雅
也

九
中
生
の
活
躍
を
期
待
し
て

　「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
年
号
が
変
わ

る
歴
史
的
に
記
念
す
べ
き
本
年
度
は
、
第
1

学
年
199
名
、
第
2
学
年
180
名
、
第
3
学
年

174
名
の
合
計
553
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　生
徒
た
ち
に
は
、自
他
を
愛
し
、自
分
が
も
っ

て
い
る
よ
さ
を
知
り
、
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
等
に
全
力
で
取
り
組
み
、
知
識
や
技

能
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
社
会
規
範
を

学
び
、
自
ら
の
未
来
の
可
能
性
を
大
き
く
広

げ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　本
校
で
は
、
自
他
を
高
め
る
キ
ー
ワ
ー
ド

「
磨
く
」、「
挑
む
」、「
思
い
や
る
」
の
も
と
、

活
力
あ
る
生
徒
の
育
成
を
重
点
と
し
て
、
生

徒
の
無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
る
よ
う
、

教
職
員
一同
、
教
育
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

校
長

　長
塚

　琢
磨

未
来
に
輝
け
愛
す
る
九
中
生

　平
素
よ
り
皆
様
に
は
活
動
に
際
し
ご
理
解

と
ご
協
力
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。　今

年
度
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
皆
様

か
ら
多
大
な
る
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し

た
事
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
後
も
昨
年
度
の
反
省
を
踏
ま
え
時
代
に

即
し
た
運
営
を
目
指
し
、
活
動
の
見
直
し
と

問
題
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。「
願
い
は
ひ
と

つ
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
！
」
の
も
と
、
よ

り
良
い
環
境
作
り
と
充
実
し
た
学
校
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に

は
引
き
続
き
ご
指
導
と
ご
声
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　そ
し
て
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
方
々
が
三
位

一体
と
な
り
温
か
み
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
学
校

に
な
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
誠
心
誠
意
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

P
T
A
会
長

　河
原

　淳

新
し
い
時
代
へ
の
承
継

目次　（1）PTA 会長・校長・副校長あいさつ（2.3）教職員紹介（4.5）部活動紹介（6）開かれた学校づくり協議会会長あいさつ ほか
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令和元年 7月 17 日（1）

九 中 P T A

西新井文化ホールにて
一笑懸命！でつかんだ勝利

総合スポーツセンターにて 中央体育館にて 最近の受賞歴

子どもたちの未来のために今日から「ほめ達」

九
きゅうちゅうだましいむげんだい

中魂∞

令和 2年 3月 10 日（6） 九 中 P T A


